
いしべっ子
石部小学校から発信！！ ～５年生「未来の環境を守る行動宣言」～

５年生は、２月２１日（月）に「びわ湖フローテ
ィングスクール」で学習船「うみのこ」に乗船しま
す。学習の舞台となる「琵琶湖」は、まさに「母な
る湖」。私たち滋賀県民の宝であり、誇りです。
フローティングスクールに向けて、総合的な学習

の時間（石部小では「あぼしの時間」）に、「琵琶湖」
に続く地元「宮川」について、石部西区井上静雄様
をゲストティーチャーに招いて学習をしました。さらに、フローティングスクールの先生方に出前
授業をしていただき、事前学習を積みました。その中で、琵琶湖が今から約40年前に、赤潮やア
オコが大量発生し水質が悪化したお話も伺いました。（私が、中学・高校生の頃です。）
そこで、５年生は社会科の学習をとおして「約40年前、なぜ琵琶湖の水質が悪化してしまった

のだろうか。」「琵琶湖の水質は、どのようにして改善されたのだろうか。」について、毎時間さま
ざまな資料に基づいて、その原因や人々の思い、行動を考えることで自分の思いも深めてきました。
そして、このような一連の学習を踏まえ、社会の一員として琵琶湖の環境保全について、自分達

にできることをまとめました。それが、「未来の環境を守る行動宣言」です。学習を深めたからこ

そ、この宣言に行き着きました。力強い思いを石部小学校から発信します！

６年生から緊急告知！！ ～「石部小笑顔満開プロジェクト」を発信します～
６年生は、「あぼしの時間」に、９月から「笑顔満開プロジェクト」と題して「いじめ」「人権」

について、これまで５か月間とことん追求してきました。いよいよ最終段階に入り、「発信」の取
組を展開します。卒業直前になりますが、次号ではその様子をお伝えします。

地域とともに歩み、
地域の未来を拓く学校
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「未来の環境を守る行動宣言」
★「琵琶湖の環境とわたしたちのくらし」について学習したことで、工業の発展や経済の成長以外にも大切
なことが「環境」ということがわかった。なんで環境が大事なのかは、次の世代や自分の世代が住み続け
られるくらしにするためだ。
だからこそ、私、青木凛桜は、資源を大切にし、ゴミを分別してゴミ箱に捨てたり、エネルギーを節約したり
して、自分の生活の中で環境に貢献することを宣言します。 令和４年２月８日

★学習する前より、環境について考えたり、びわ湖やその他の川などの環境を守るために何か自分にでき
ることがないかなと思ったりしました。
だからこそ、私、関 亜衣梨は、いらないものを買ったりもらったりしない。もし、買ったりもらったりしたら、
最後まで使い切ることを宣言します。 令和４年２月８日

令和３年度「湖南市の小さな詩人たち事業」入賞作品決定！
今年度の標記事業において、石部小学校から次の２作品が入賞しました。

作者の思いや情景を想像しながら、味わって読んでみてくださいね。

【小学校１～３年生「五七五部門」佳作】

あかとんぼ かぜでとおくに いっちゃうか 石部小学校 １年 出口 悠音
【小学校４～６年生「五七五部門」佳作】

くりおちて 木々はこう葉 ぼくはここ
この秋の中に ぼくは生きてる

石部小学校 ５年 泉 祐成



「詩の暗唱」で「ことば」への感性を磨く
石部小学校では、１～６年生まで「詩の暗唱」に取り組んでいます。湖南市教育委員会が発行し

ている「ことばの宝石箱」を活用して、各学年年間約１０作品を暗唱します。
その「ことばの宝石箱」の最後には、「85甲子園の詩」という作品が載っています。

先日、６年生がこの詩の暗唱にチャレンジしました。実は、私は1985年にこの「ミラクル甲西」
の活躍を甲子園のスタンドで応援する幸運を得ました。６年生が一生懸命暗唱する姿に触れながら、
改めてあのときの感動がよみがえってきました。
「素直に歓ぶ心が無心という得難い宝物になる」「自分が自分であるために虚飾
を捨てる健気さが勝利を呼ぶ」・・・６年生にとれば、その言葉のもつ深い意味
を実感をもって知るのは、ずっと先のことかもしれません。「１万ページの本を
越える青春」の物語はまだまだこれから始まるのかもしれません。でも、いつ
かこの詩の言葉がもつ意味に、きっと気づく人があるはずです。
暗唱を聴きながら、「人生のなかでそんな経験が出来たら素敵だろうな。」そ

して、「甲子園に負けないこの石部小学校というステージを卒業する６年生が、
今後さまざまな経験をしながらたくましく成長してほしいな。」と心から願った
のでありました。これからもいしべっ子には「詩の暗唱」をとおして、言葉のリズムの楽しさを感
じたり、言葉のもつ意味のおもしろさや深さを味わったりして、言葉への感性を磨いてほしいと思
います。最後に、どの学年も１年間「詩の暗唱」をよくがんばりました！
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本気で取り組んでいます！！ 「もくぴかそうじ」
代表委員会からこのような呼びかけがありました。

「みなさん、『もくピカそうじができるいしべっ子』になるため全校で取組

を始めます。『もくピカそうじ』とは、そうじに関係ないおしゃべりをする

ことなく、そうじに集中して、自分の担当場所を

一生懸命にぴかぴかにするそうじです。しーんと

した中で、そうじの音だけが聞こえるよう、そうじの音楽を止めます。一

生懸命もくもくと掃除をしていることが誰が見てもわかるような「もくピ

カそうじ」ができるいしべっ子になりましょう。」

今、そうじの時間は、全校がしーんと静まりかえっています。次年度に

つながる本気の取組をこの調子で全校みんなで続けていきたいです。

ピクトグラムを設置してくださいました！
２月６日（日）ＣＳ校外生活委員会のみなさんが、「増水」

の注意喚起を促すピクトグラムを校区内の18箇所に設置してく
ださいました。当日は、冷たい風が吹き付ける中での作業とな
りましたが、子どもたちのために！と一丸となってがんばって
くださいました。設置場所の提供等にご協力いただきました地
元の皆様にもこの場をお借りして心よりお礼申しあげます。
このようにＣＳ（学校運営協議会）の理事ならびに運営委員

の皆様には児童の通学路の安全にもご尽力をいただいています。


